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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

２
０
１
８
年
６
月
28
日
か
ら

７
月
８
日
頃
に
か
け
て
、
西
日

本
を
中
心
と
し
た
広
い
範
囲
で

集
中
豪
雨
が
発
生
し
、
多
く
の

地
域
で
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩
壊

な
ど
に
よ
っ
て
、
死
者
数
が
２

０
０
人
を
超
え
る
規
模
の
甚
大

な
災
害
と
な
っ
た
。
鉄
道
に
も

こ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
深
刻
な

被
害
が
各
地
で
発
生
し
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
や
Ｊ
Ｒ
四
国
を
は
じ
め

と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
九
州

な
ど
、
多
く
の
鉄
道
路
線
が
寸

断
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

　

７
月
18
日
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

本
部
は
Ｊ
Ｒ
四
国
予
讃
線
の
被

災
エ
リ
ア
の
職
場
へ
の
激
励
行

動
お
よ
び
現
地
視
察
を
行
い
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
中
村
鉄
平
交
通

政
策
部
長
が
参
加
し
た
。
愛
媛

県
内
で
も
広
範
囲
に
及
ん
だ
た

め
、
県
内
を
横
断
し
、
宇
和
島

地
区
か
ら
八
幡
浜
地
区
、
大
洲

地
区
、
松
山
地
区
へ
と
巡
っ
た
。

　

沿
線
で
は
、
河
川
の
氾
濫
や

土
砂
崩
壊
が
深
い
爪
痕
を
残
し
、

多
く
の
住
民
が
避
難
所
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

鉄
道
路
線
も
長
期
間
の
運
転
休

止
を
要
す
る
状
況
下
で
、
組
合

員
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
職
場
で
働
く

仲
間
た
ち
が
早
期
復
旧
に
む
け

た
工
事
や
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸

送
へ
の
対
応
な
ど
に
追
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
労
苦
に
対
し
て
、

各
職
場
を
回
り
、
中
濱
斉
執
行

委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）

か
ら
激
励
の
言
葉
を
か
け
る
と

と
も
に
、
飲
料
水
な
ど
を
差
し

入
れ
た
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、

地
域
に
お
け
る
鉄
道
の
社
会
資

本
と
し
て
の
重
要
性
・
必
要
性

が
再
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、
経

営
基
盤
の
脆
弱
な
Ｊ
Ｒ
四
国
に

と
っ
て
、
復
旧
費
用
の
増
大
と

収
入
の
減
少
が
経
営
に
与
え
る

ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

今
後
、
豪
雨
災
害
に
よ
る
被

災
地
域
の
復
興
に
む
け
た
取
り

組
み
の
た
め
に
も
、
人
流
・
物

 JR九州労組第27回定期大会【7月13日】

線路が土に埋もれ、漂流物が線路上に残るＪＲ四国予讃線
伊予吉田駅構内

JREユニオン第6回定期大会【7月9日】

JR西労組第30回定期中央本部大会
【7月11～13日】   　  

Ｊ
Ｒ
各
単
組
定
期
大
会
で
具
体
的
方
針
を
決
定

民
主
化
闘
争
・
組
織
の
躍
進
と

強
化
・
政
治
活
動
・
情
宣
、
教

育
活
動
の
取
り
組
み
の
諸
課
題

に
対
し
、
新
た
な
運
動
の
創
造

と
さ
ら
な
る
飛
躍
に
む
け
た
、

２
０
１
８
年
度
運
動
方
針
を
満

場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
、
７
月

９
日
、
東
京
都
内
に
お
い
て
、

第
６
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

「
安
全
の
確
立
と
民
主
的
労
働

組
合
の
構
築
に
向
け
、
全
組
合

員
で
組
織
拡
大
を
加
速
さ
せ
、

民
主
化
闘
争
を
完
遂
し
よ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
安
全
・

菅
野
一
位
中

央
執
行
委
員

長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）

は
挨
拶
に
立

ち
、
西
日
本

豪
雨
で
被
災

さ
れ
た
方
に

対
し
て
お
見

舞
い
の
意
を

表
す
と
と
も

に
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ

ユ
ニ
オ
ン
と

し
て
も
最
大
限
の
支
援
・
協
力

し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
大
量
脱

退
を
機
に
、「
本
部
・
地
本
・

支
部
・
分
会
そ
し
て
一
人
ひ
と

り
の
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
闘
う
決
心

を
こ
の
大
会
で
決
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
次

の
30
年
を
担
う
責
任
あ
る
企
業

内
労
働
組
合
を
と
も
に
築
く
た

め
に
必
ず
行
動
を
起
こ
そ
う
」

と
力
強
く
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
松
岡
裕

次
会
長
、
政
所
大
祐
企
画
部
長
、

中
山
耕
介
組
織
・
政
治
部
長
が

参
加
し
、
さ
ら
に
は
先
の
参
議

院
選
挙
で
支
援
し
た
川
合
孝
典

参
議
院
議
員
が
出
席
し
、
激
励

と
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

大
会
質
疑
で
は
、
多
数
の
代

議
員
が
発
言
に
立
ち
、
明
る
く

元
気
よ
く
声
を
掛
け
合
い
な
が

ら
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

や
民
主
化
闘
争
完
遂
に
む
け
た

決
意
を
は
じ
め
と
し
て
、向
こ
う
１

年
の
運
動
方
針
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

最
後
に
菅
野
委
員
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
７
月
11
～

13
日
、
大
阪
市
内
に
お
い
て
、

「
創
造
・
参
加
・
実
践　

責
任

組
合
の
役
割
を
自
覚
し
、
安
全

を
基
礎
に
、
持
続
的
発
展
に
向

け
た
展
望
を
切
り
拓
こ
う
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
30

回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。
西

日
本
豪
雨
や
大
阪
北
部
地
震
で

多
く
の
組
合
員
が
被
災
し
、
鉄

道
設
備
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
中
、
復
旧
に
尽
力
す
る
組
合

員
も
多
く
い
る
こ
と
に
配
慮
し

た
か
た
ち
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
荻
山
市

朗
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
、
こ
の
間
の
自

然
災
害
に
触
れ
、
「
相
互
扶
助

の
精
神
の
下
、
組
合
員
と
家
族

の
安
全
確
保
と
生
活
支
援
に
組

織
を
あ
げ
て
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
カ
ン
パ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
支
援
の
取
り
組
み

も
展
開
し
た
い
。
団
結
を
高
め

て
難
局
を
乗
り
越
え
る
意
思
統

一
を
図
る
た
め
に
、
被
災
し
た

組
合
員
、
復
旧
作
業
に
精
励
す

る
組
合
員
の
仲
間
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
職
場
の
意
見
や
課

題
、
運
動
の
成
果
を
議
論
し
、

次
代
の
責
任
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組

運
動
に
つ
な
げ
よ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
松
岡
裕

次
会
長
と
中
山
耕
介
組
織
・
政

治
部
長
が
出
席
し
た
。

　

議
事
で
は
、
中
央
本
部
か
ら
、

経
過
報
告
と
運
動
方
針
案
を
提

起
し
、
組
織
・
財
政
課
題
を
中

心
と
す
る
第
１
小
委
員
会
と
業

に
お
い
て
、
京
都
府
議
会
議
員

選
挙
に
挑
む
京
都
地
本
・
梶
原

英
樹
執
行
委
員
、
広
島
県
議
会

議
員
選
挙
に
挑
む
広
島
地
本
・

柿
本
忠
則
副
委
員
長
が
そ
れ
ぞ

れ
決
意
表
明
し
、
組
織
一
丸
と

な
っ
て
必
勝
に
む
け
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

た
方
へ
の
お
見
舞
い
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し

た
。
ま
た
、
被
災
し
た
組
合
員

等
を
支
援
す
る
た
め
、
会
場
に

募
金
箱
を
設
置
し
、
救
援
カ
ン

パ
を
実
施
し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
中
原
博
徳
中
央
執
行
委

員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
は
、

結
成
か
ら
の
25
年
を
振
り
返
り
、

過
去
に
学
び
新
し
い
歴
史
を
築

い
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
、
主
要
課
題

で
あ
る
「
安
全
確
立
」
「
組
織

強
化
・
拡
大
」
「
労
働
条
件
向

し
た
議
案
に
対
し
て
、
業
務
課

題
へ
の
対
応
や
分
会
の
活
性
化

を
通
じ
た
組
織
強
化
・
拡
大
、

被
災
し
た
線
区
の
復
旧
に
む
け

た
課
題
等
に
つ
い
て
の
発
言
を

受
け
、
担
当
執
行
委
員
か
ら
の

答
弁
、
芦
原
秀
己
書
記
長
の
集

約
答
弁
を
経
て
、
２
０
１
８
年

度
運
動
方
針
を
は
じ
め
と
す
る

す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一
致
で

採
択
し
た
。
ま
た
、
欠
員
に
伴

う
会
計
監
査
員
の
補
充
を
行
い
、

最
後
に
中
原
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
た
。

務
課
題
を
中

心
と
す
る
第

２
小
委
員
会

で
、
活
発
な

討
論
を
行
い
、

す
べ
て
の
議

案
を
満
場
一

致
で
決
定
し

た
。

　

ま
た
、
来

年
の
統
一
地

方
議
会
選
挙

と
な
ど
を
確
認
し
た
。
と
り
わ

け
、
Ｊ
Ｒ
採
用
者
が
代
議
員
・

特
別
代
議
員
１
０
９
人
中
83
人
、

発
言
者
が
18
人
中
15
人
と
、
次

世
代
へ
の
運
動
継
承
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け

る
大
会
と
な
っ
た
。

　

大
会
で
は
、
冒
頭
、
西
日
本

豪
雨
の
被
災
者
に
対
し
て
黙
祷

を
捧
げ
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
の
ご
冥
福
と
被
災
さ
れ

　
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
は
、
７

月
13
日
、
北

九
州
市
内
で

第
27
回
定
期

大
会
を
開
催

し
、
山
積
す

る
諸
課
題
解

決
に
む
け
て
、

積
極
果
敢
に

取
り
組
む
こ

上
」
「
政
策
課

題
解
決
」
に
つ

い
て
所
信
を
表

明
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
は
、
松
岡
裕

次
会
長
と
北
村

公
次
労
働
政
策

部
長
が
出
席
し
、

松
岡
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、

執
行
部
が
提
案

被災者の支援と人流・物流ネットワークの早期復旧にむけて
― 大阪北部地震・平成30年７月豪雨災害の発生に対する声明 ―

　６月18日７時58分頃、大阪府北部を震源として地震が発生し、最大震度６
弱の強い地震が大阪府北部地域で発生し、多数の家屋に損壊などが発生する
被害が生じました。また、６月28日から７月８日頃にかけて、台風７号およ
び梅雨前線等の影響によって、西日本を中心に全国的に広い範囲で集中豪雨
が発生し、11府県で大雨特別警報が発令され、西日本を中心に多くの地域で
河川の氾濫や浸水被害、土砂災害が発生し、死者数が200人を超える甚大な
災害となりました。お亡くなりになった方々のご冥福をお祈りするとともに、
すべての被災された方々に対して心からお見舞い申し上げます。
　これらの災害によって、上水道、エネルギーや通信といったライフライン
に被害が及んだほか、ＪＲをはじめとする交通機関など基幹インフラに大き
な影響が出ています。また、被災された多数の方々が避難所での不自由な生
活を余儀なくされ、不安な日々を送っています。
　大阪北部地震では鉄道施設の大きな被害はなかったものの、平成30年７月
豪雨災害によって、ＪＲ東海管内では高山本線の土砂流入が発生し、ＪＲ西
日本管内では山陽本線三原エリアでの盛土崩壊、芸備線の橋脚流失など現時
点で復旧に数箇月から年単位の被害が発生している他、多くの路線で土砂流
入や浸水被害が生じています。また、ＪＲ四国管内では予讃線の橋脚傾斜や
土砂流入や浸水被害、さらにはＪＲ九州管内では筑肥線、肥薩線、筑豊線な
どで土砂流入などの被害を受けています。さらに、山陽本線が寸断されたこ
とによって、ＪＲ貨物の全輸送量の約３割を占める東京～福岡輸送において、
福山や大阪などからのトラックや船舶による代行輸送を余儀なくされている
状況です。
　現在、グループ労組組合員を含め、すべての関係組合員が総力を挙げて、
昼夜を問わず復旧に向けた作業を行っています。
　ＪＲ連合は、こうした事態を踏まえ、７月19日に持ち回り執行委員会を開
催し、「平成30年７月豪雨等対策救援本部」を設置しました。ＪＲ連合８万
２千名総力を挙げて、被災された組合員・家族を支え、人流・物流ネットワ
ークと地域の早期復旧・復興にむけた活動を全面的に支援します。また、か
ねてより、昨今の大規模化・多頻度化する自然災害を踏まえ、治山・治水事
業の強化や老朽化が進む鉄道施設・設備への対応強化、被災時の公的支援の
増強等を国に対して要請してきていますが、あらためてＪＲ連合国会議員懇
談会や「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」の所属議員らと連携を図り、
これらを強く求める取り組みを展開します。
　今こそ労働組合の本分である、相互扶助・助け合いの精神を発揮し、被災
された組合員・家族の支援に全組合員が総力を挙げて取り組むとともに、地
域の復興に欠かせない鉄道の早期復旧に向けて、全力を傾注していきます。

2018年７月19日　    　　　　　　　 
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
第
６
回
定
期
大
会

組
織
拡
大
を
成
し
遂
げ
、

民
主
化
闘
争
完
遂
を
目
指
す

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
第
６
回
定
期
大
会

組
織
拡
大
を
成
し
遂
げ
、

民
主
化
闘
争
完
遂
を
目
指
す

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
30
回
定
期
中
央
本
部
大
会

鉄
道
の
早
期
復
旧
、

被
災
し
た
仲
間
へ
の
支
援
に
取
り
組
む

Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
30
回
定
期
中
央
本
部
大
会

鉄
道
の
早
期
復
旧
、

被
災
し
た
仲
間
へ
の
支
援
に
取
り
組
む

ＪＲ四国予讃線被災エリアへの激励行動

西日本豪雨による
鉄道被災からの復旧支援につなげていく

ＪＲ四国予讃線被災エリアへの激励行動

西日本豪雨による
鉄道被災からの復旧支援につなげていく

ＪＲ九州労組第27回定期大会

次世代への継承が着実に前進
ＪＲ九州労組第27回定期大会

次世代への継承が着実に前進

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
な
か
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
鉄
道

被
災
か
ら
の
復
旧
に
資
す
る
各

種
支
援
に
つ
い
て
、関
係
各
方
面

と
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
捉
え
て
、
求
め
て
い
く
。



ＪＲ連合平成30年（2018）8月1日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 576号（２）

特　集

い
ま
だ
労
使
癒
着
が
続
く
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

新
た
な
公
的
資
金

民
主
化
闘
争 
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６
月
11
～
12
日
、
北
鉄
労

（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
組
）
は
札
幌

市
内
に
て「
第
33
回
定
期
大
会
」

を
開
催
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、

鎌
田
寛
司
氏
（
60
歳
）
は
委
員

長
に
留
任
、
笹
森
哲
也
書
記
長

（
56
歳
）
を
副
委
員
長
に
、
執

行
委
員
だ
っ
た
高
橋
秀
幸
氏

（
40
歳
）
を
新
た
に
書
記
長
に

選
出
し
た
。
『
旬
刊
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

Ｓ
Ｓ 
５
５
０
・
５
５
１
大
会

特
集
号
』
の
中
で
も
、
「
高
橋

書
記
長
は
平
成
９
年
入
社
の
Ｊ

Ｒ
採
用
で
初
の
三
役
で
、
佐
々

木
信
正
元
委
員
長
（
現
顧
問
71

歳
）
の
下
で
青
年
部
長
を
務
め

る
な
ど
歴
代
委
員
長
の
薫
陶
を

受
け
て
き
た
」
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
あ
る
記
者
は
、
高
橋
氏

を
Ｊ
Ｒ
採
用
の
中
で
将
来
の
委

員
長
候
補
と
噂
さ
れ
て
き
た
人

物
と
語
る
。

　

一
方
、
高
橋
氏
が
青
年
部
長

を
務
め
て
い
た
と
き
に
事
務
長

だ
っ
た
人
物
が
、
『
週
刊
東
洋

経
済
（
６
月
23
日
号
）』
の
西

岡
研
介
氏
に
よ
る
「
Ｊ
Ｒ
北

海
道
労
使
癒
着
の
深
い
闇
」
の

中
で
、
昨
年
の
第
32
回
定
期
大

会
で
除
名
処
分
を
受
け
た
と
さ

れ
た
「
Ａ
組
合
員
」
で
あ
る
。

同
記
事
で
は
、
釧
路
に
い
た
Ａ

氏
に
目
を
つ
け
て
札
幌
に
引
き

上
げ
て
本
部
の
青
年
部
の
ナ
ン

 ＪＲ西日本ヴィアイン労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ西日本連合）

　

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア
イ
ン

労
働
組
合
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア

イ
ン
に
勤
務
す
る
社
員
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

直
営
ホ
テ
ル
は
、
15
店
舗
、
間
接

部
門
は
尼
崎
本
社
と
東
京
統
括
室
が

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
運
営
業

務
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
組
合
は
、
２
０
１
０
年
10
月

８
日
に
結
成
さ
れ
、
初
代
・
山
下
執

行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部

を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

８
年
経
っ
た
現
在
は
、
４
代
目
と
な

る
栗
本
執
行
委
員
長
の
も
と
執
行
部

８
人
体
制
で
、
組
合
員
数
は
総
勢
約

３
０
０
人
に
至
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
第
８
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
「
平
和
を
愛
し
、
よ
く
働

き
、
よ
く
闘
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

組
合
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
社

　

ま
た
、
店
舗
の
新
規
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
組
合
員
も
さ
ら
に
増
加
す
る
た

め
、よ
り
一
層
団
結
し
、
個
を
大
切

に
す
る
運
営
体
制
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

箇
所
の
代
表
者
を
集
め
た
合
宿
勉
強

会
を
一
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
「
労
働
組
合
を
知
ろ
う
」
「
役

割
を
理
解
し
て
自
ら
動
こ
う
」
「
チ
ー

ム
力
を
高
め
よ
う
」
の
テ
ー
マ
に
設

定
し
、
座
学
・
ク
イ
ズ
・
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
の
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

と
組
合
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、

労
使
の
協
力
が
課
題
解
決
へ

の
近
道
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
春
季
生
活
闘
争
で

は
賃
金
面
に
お
い
て
定
期
昇

給
の
完
全
実
施
以
外
に
、
金

沢
地
区
の
エ
リ
ア
手
当
の
増

額
を
交
渉
の
末
に
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
執
行
部
と
し
て

組
合
員
の
声
を
ま
だ
ま
だ
拾

い
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
課

題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
各

東海地協第27回定期委員会【7月25日】

JR西日本ヴィアイン労組の合宿勉強会

バ
ー
２
に
据
え
た
の
は
前
出
の

佐
々
木
氏
で
あ
っ
た
と
し
た
。

し
か
し
、
佐
々
木
氏
に
可
愛
が

ら
れ
た
者
ど
う
し
で
あ
っ
た
が
、

新
書
記
長
と
な
っ
た
高
橋
氏
と

Ａ
氏
の
扱
い
は
ま
っ
た
く
対
照

的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

Ａ
氏
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お

け
る
一
連
の
事
故
や
検
査
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん
問
題
が
発
覚
し
た

後
に
、
「
組
合
の
垣
根
を
取
り

払
っ
て
話
し
合
い
を
す
べ
き
」

と
発
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

反
組
合
分
子
と
み
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
Ａ
氏
は
、
札
幌
運
転

所
か
ら
釧
路
の
指
令
所
に
転
勤

と
な
っ
た
が
、
こ
の
人
事
異
動

に
つ
い
て
「
Ａ
氏
の
周
辺
で
は
、

組
合
の
意
を
受
け
会
社
が
畑
違

い
の
部
署
に
飛
ば
し
た
、
と
解

さ
れ
た
と
い
う
」
と
あ
る
。

　

加
え
て
、
過
去
の
釧
路
不
当

配
転
問
題
（
※
）
と
同
様
に
、

人
事
と
い
う
会
社
経
営
に
お
け

る
専
権
事
項
に
対
し
て
、
北
鉄

労
が
介
入
し
て
い
る
と
も
指
摘

し
た
。
未
だ
に

労
使
癒
着
の
異

常
な
状
態
が
継

続
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
西

岡
氏
は
「
Ｊ
Ｒ

連
合
６
・
12
民

主
化
闘
争
決
起

集
会
」
の
特
別

講
演
の
中
で
、

「
先
月
５
月
24

ま
し
た
。
果
た
し
て
、
こ
ん
な

組
合
を
抱
え
た
ま
ま
の
、
さ
ら

に
は
、
こ
ん
な
組
合
と
癒
着
し

た
経
営
幹
部
ら
を
抱
え
た
ま
ま

の
、
異
常
な
企
業
体
質
が
全
く

変
わ
っ
て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
北
海
道

会
社
に
さ
ら
な
る
公
的
資
金
を

投
入
し
て
本
当
に
良
い
も
の
だ

ろ
う
か
」
と
語
っ
た
。

　

７
月
27
日
、
政
府
は
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
経
営
改
善
に
む
け
監

督
命
令
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
２
年
間
、

助
成
や
無
利
子
貸
し
付
け
で
総

額
４
０
０
億
円
規
模
の
支
援
を

公
表
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今

後
の
国
会
審
議
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
支
援
策
の
あ
り
方

日
に
発
表
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道

会
社
の
新
し
い
役
員
人
事
案
を

見
て
唖
然
と
し
ま
し
た
。
今
ま

で
北
鉄
労
と
べ
っ
た
り
と
癒
着

し
、
過
去
に
も
北
鉄
労
の
意
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
差
別
人
事

を
行
っ
て
き
た
当
事
者
ら
の
氏

名
が
あ
が
っ
て
い
た
の
で
す
」

「
私
は
、
こ
の
役
員
人
事
案
を

見
た
時
、
今
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
会

社
に
は
30
年
続
い
た
こ
の
労
政

を
転
換
す
る
意
思
が
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
分
か
り

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
実
態

を
踏
ま
え
た
上
で
議
論
し
て
い

く
た
め
に
各
方
面
に
対
し
て
働

き
か
け
を
強
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

「週刊東洋経済（6月23日号）」

　
Ｊ
Ｒ
連
合
中
国
地
方
協
議
会

は
、
６
月
27
日
、
岡
山
市
内
に

お
い
て
第
26
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
向
こ
う
１
年
間
の
活
動

方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
中
国
地
協
を
代
表
し

て
松
原
伸
芳
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
広
島
地
本
執
行
委
員
長
）
が

挨
拶
に
立
ち
、
安
全
の
確
立
、

民
主
化
闘
争
、
組
織
の
強
化
・

拡
大
、
政
策
課
題
解
決
、
労
働

条
件
改
善
な
ど
に
つ
い
て
所
信

を
表
明
し
、
さ
ら
に
は
来
年
の

統
一
地
方
選
挙
で
広
島
県
議
会

議
員
選
挙
に
立
候
補
を
表
明
し

て
い
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
広
島
地
本

の
柿
本
忠
則
副
執
行
委
員
長
に

対
し
て
、
当
選
に
む
け
た
全
力

定
期
大
会
で
決
定
し
た
運
動
方

針
に
基
づ
く
安
全
最
優
先
の
取

で
の
取
り
組

み
を
誓
う
と

と
も
に
、
激

励
と
今
後
の

奮
闘
を
促
し

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
中
村

鉄
平
交
通
政

策
部
長
が
出

席
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
第
27
回

り
組
み
の
深
度
化
、
政
策
課
題

解
決
に
向
け
た
一
層
の
活
動
展

開
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な

る
地
方
議
員
団
連
絡
会
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、

民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
は
支
援

単
組
の
立
場
か
ら
三
位
一
体
と

な
っ
た
組
織
強
化
・
拡
大
へ
の

奮
起
を
呼
び
か
け
た
。

　

議
事
で
は
、
大
瀧
浩
二
事
務

局
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
岡
山
地
本

執
行
委
員
長
）
か
ら
活
動
方
針

な
ど
が
一
括
で
提
起
さ
れ
、
満

場
一
致
で
確
認
し
た
。
役
員
選

出
で
は
、
松
原
議
長
を
は
じ
め

と
す
る
体
制
を
引
き
継
ぐ
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
年
の
広
島
県
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
す
る
柿

本
忠
則
氏
か
ら
決
意
表
明
が
行

わ
れ
、
若
い
組
合
員
に
対
す
る

政
治
へ
の
関
心
を
広
げ
る
こ
と

な
ど
、
力
強
く
語
っ
た
。

動
の
推
進
」
「
労
働
条
件
向
上

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
所
信

を
表
明
し
、
積
極
的
な
討
議
へ

の
参
画
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
、
小
倉

一
法
中
部
交
運
労
協
事
務
局
長
、

河
合
洋
介
愛
知
県
議
会
議
員
、

伴
野
豊
前
衆
議
院
議
員
、
菅
沼

恒
夫
交
運
共
済
東
海
事
業
本
部

長
が
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
河
村
滋
喜
事

務
局
長
と
北
村
公
次
労
働
政
策

つ
い
て
発
言
が
あ
り
、
小
倉
敬

二
事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
中
央
執
行
委
員
）
が
一
括

し
て
答
弁
を
行
っ
た
後
、
す
べ

て
の
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択

し
た
。
ま
た
、
役
員
に
つ
い
て

は
全
員
が
再
選
さ
れ
、
委
員
会

宣
言
を
採
択
後
、最
後
に
尾
内

議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

部
長
が
出
席
し
、

河
村
事
務
局
長

が
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

議
事
で
は
、

常
任
委
員
会
が

提
起
し
た
議
案

に
対
し
て
５
人

の
代
議
員
か
ら
、

安
全
確
立
、
民

主
化
闘
争
、
政

策
課
題
な
ど
に

　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
方
協
議
会

は
、
７
月
25
日
、
名
古
屋
市
内

で
第
27
回
定
期
委
員
会
を
開
催

し
、
２
０
１
８
年
度
の
活
動
方

針
を
満
場
一
致
で
決
定
す
る
と

と
も
に
、
次
代
に
つ
な
げ
る
運

動
を
積
極
果
敢
に
展
開
し
て
い

く
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

　

冒
頭
、
尾
内
裕
昭
議
長
（
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
副

委
員
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、
大

阪
北
部
地
震
と
西
日
本
豪
雨
に

関
連
し
て
、
自
然
災
害
へ
の
備

え
を
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
積

極
的
に
提
言
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と

も
に
、
来
夏
の
第
25
回
参
議
院

議
員
選
挙
で
の
榛
葉
賀
津
也
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
推
薦
候
補
者

全
員
の
当
選
を
勝
ち
取
る
た
め
、

政
治
参
画
意
識
の
向
上
に
む
け

た
取
り
組
み
を
要
請
し
た
。
そ

の
上
で
、
当
面
す
る
主
要
課
題

と
し
て
「
安
全
の
確
保
」「
民

主
化
闘
争
の
完
遂
」「
政
策
活

（※）釧路不当配転問題
　札幌車掌所に勤務していた５人の社員
に対して、北鉄労の牙城と言われている
釧路運転車両所に転勤が命じられた。こ
の５人の社員のうちの４人が、結成され
たばかりのＪＲ北労組の組合員であった。
ＪＲ北労組は、中央労働委員会に対して
不当労働行為救済申立を行い、これが認
められ元職場への復帰を果たした。ＪＲ
北海道会社は、これを不服として、国を
相手取って行政訴訟を起こしたが、東京
地裁で敗訴し、東京高裁でも敗訴。ＪＲ
北海道会社は、上告を諦め、ＪＲ北労組
と組合員に対して謝罪した。
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中
国
地
協
第
26
回
定
期
総
会

安
全
確
立
、組
織
強
化
・
拡
大
、

政
策
実
現
目
指
す

東
海
地
協
第
27
回
定
期
委
員
会

政
治
参
画
意
識
向
上
で

来
夏
の
参
院
選
必
勝
を


